






1.目的 

抗痙攣剤バルプロ酸(VPA)による高アンモニア血症についてはこれまで一連の報告をおこ

なってきた。今回は,Ohtani らが報告した血中カルニチン値の低下について検討を加え

,VPA 遊離濃度,遊離脂肪酸(FFA)などとの関連性を検討した。 


